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主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管等の取組みを広く情報

発信しています。
自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、ぜ
ひご連絡ください。なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 仁木･寺田･馬場

Tel：03-5253-5574 Mail：senkyo.kanri@soumu.go.jp

【令和5年５月】

参加型学習教材「十八ヶ丘市の未来を考えよう！」を作成しました
模擬選挙を行う際に活用可能な教材「十八ヶ丘市の未来を考えよ

う！」の概要をHPに掲載しましたので、ぜひご活
用ください。
本教材を活用いただいた団体におかれましては、総務省

選挙部管理課までぜひ情報をお寄せください。
主権者教育だより等でご紹介させて頂きます。

【参考URL】https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/gakusyu/kyouiku_douga_r04.html

～総務省からのお知らせ～
「子ども投票所」（東京都板橋区選挙管理委員会）

～若者向け啓発活動紹介～

▲絵本による投票体験

▲お菓子の投票体験

東京都板橋区では、統一地方選挙に向けて無印良品、
東京家政大学と連携し、店舗内で子どもを対象とした
２つのイベント「絵本による選挙体験」「お菓子の投
票体験」を開催しました。

絵本による選挙体験では、東京家政大学の尾崎教授
とゼミ生の協力により、投票先によって物語が分岐す
る仕掛け絵本「ポリポリ村のみんしゅしゅぎ」を使用
したワークショップを実施し、選挙について楽しく学
んでもらいました。

お菓子の投票体験では、無印良品で販売する８種類
のお菓子の中から、「お花見に持って行きたいお菓子
はどれ？」というテーマの元、用紙交付機・記載台・
投票箱等、本物の機材を使用した投票体験を行い、参
加者にはお菓子をプレゼントしました。

板橋区では、「絵本のまち板橋」を区のブランド戦
略として推進しており、さらには都内最大級の無印良
品でのお買い物と選挙を掛け合わせ、子どもたちは楽
しみながら選挙体験ができました。子どもの将来の投
票行動だけでなく、一緒に参加した大人にも、政治へ
の関心を考えてもらう良いイベントとなりました。

明るい選挙推進優良活動表彰の募集を6月1日から開始します

～明るい選挙推進協会からのお知らせ～

顕著な選挙啓発活動に取り組まれている団体を表彰する「明るい選挙推進
優良活動表彰」を本年度も実施します。表彰を希望する団体は活動内容等を
まとめたレポートを10月31日（火）までにお送りください。
近年はコロナ禍により、思うような啓発活動ができていない、という声も聞
かれますが、コロナ禍以前の活動も対象になります。表彰団体には賞状のほ
か、副賞として優良活動賞に20万円、奨励賞には10万円が贈られます。
奮ってのご応募、お待ちしております。

「市区町村明推協研修会等開催支援事業」の御案内

市区町村の明るい選挙推進協議会や白ばら会、若者選挙啓発グループが行
う研修会や講演会等にかかる、講師の謝金・旅費、及び会場費の一部または
全部を助成しています。統一地方選挙が終わり、研修会、講演会等の開催の
ご準備又は検討をされている時期かと思います。是非、本事業の活用をご検
討ください。
いずれも詳細は、明るい選挙推進協会のＨＰ又は下記までご連絡ください。
【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会Tel：03-6380-9891

～主権者教育アドバイザー紹介～

令和5年4月に岩手県立盛岡北高等学校にて講演しました!
主権者教育アドバイザー 市島宗典(岩手県立大学総合政策学部准教授)

▲模擬投票の様子 ▲講演の様子

今回のご依頼は、昨年度に引き続き、総合的な探究の時間にお
ける主権者教育２コマでした。昨年度は3年生のみ対象でしたが、
今年度は全学年一斉約600名を対象とするものとなりました。

１コマ目はインプットとして、選挙の意義および選挙における
有権者の役割の確認を行った後、投票率の現状から若年層の投票
の重要性について考えました。2コマ目はアウトプットとして、実
際の選挙公報から投票先を選択するワークショップを行い、模擬
投票を実施しました。最後にまとめとして、選挙後における有権
者の役割について確認しました。

総合的な探究の時間については、学校の方針や要望等を伺い、
学校の特性をふまえな
がら、授業内容をオー
ダーメイドで作り上げて
いきます。これからの
主権者教育には、単発
のイベント的な出前授
業ではなく、授業の一
環となるような取り組
みが必要であると実感
しました。
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